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3_達成
状況

4_29年度
決算①

5_30年度
予算②

6_差
（②-①）

7_評価と現状認識 8_所属

4 フレンドひまわり便所改修事業
勅使会館２階の便所の和便器を洋便器に取り替え
る。

○ 2,106 0 -2,106 工事を完了した。給湯室との仕切りができたことで、衛生面も向上した。 学校教育課

4
教育支援センター教育相談員配置（増
員）事業

教育相談体制を充実するため教育相談員を１名増
員する。

○ 626 2,536 1,910
南部教育支援センター「フレンドひまわり栄」開設に向けて、相談員を増員し開設
準備をすすめることができた。

学校教育課

13 舘小学校プール改修事業 プール槽の塗替え工事を実施する。 ○ 8,932 0 -8,932 工事を完了し、安全な教育施設運営ができた。 学校教育課

13 小学校便所改修事業 便所改修工事の設計を委託する。 ○ 13,113 292,436 279,323 設計を完了し、30年度工事に向けた準備を整えた。 学校教育課

13 小学校図書室空調設備設置事業
双峰小、大宮小、舘小の図書室に空調設備を設置
する。

○ 16,062 6,170 -9,892 学校教育課

13
小学校屋内運動場非構造部材耐震改
修事業

豊明小、大宮小、唐竹小の体育館の吊り天井を撤去
する。

○ 169,481 0 -169,481 学校教育課

13
中学校柔剣道場非構造部材耐震改修
事業

３中学校の柔剣道場の吊り天井を撤去する。 ○ 68,237 0 -68,237 学校教育課

13 中学校非構造部材耐震改修事業
３中学校の校舎窓ガラスに飛散防止フィルムを設置
する。

○ 30,049 0 -30,049 学校教育課

38 給食の充実補助事業 安心安全な給食を提供する。 ○ 26,638 27,000 362 安全でおいしい給食を提供できた。 学校教育課

38 養護教諭補助教員配置（増員）事業
市内各中学校に養護教諭の補助員を１名ずつ増員
する。

○ 11,584 12,287 703
市費による養護教諭の加配により、養護教諭不在のない運用や、小学校への応
援も可能となり、これまでよりも充実した対応ができた。

学校教育課

38 派遣指導主事配置（増員）事業 学校支援室に派遣指導主事を１名増員する。 ○ 5,894 6,670 776
多忙を極めていた学校支援室の業務がある程度正常化し、各学校業務の支援を
安定して実施できた。また、増加している外国籍児童生徒の日本語指導にも一
層力を注ぐことができた。

学校教育課

38
定住外国人日本語教育推進プレクラス・
プレスクール事業

外国籍児童生徒に、学校教育を受けるための基礎
的な日本語を習得させる。

○ 7,539 7,539 0
29年度は両クラスで45人の児童生徒が卒業した。追跡調査で全日制の高等学校
や専門学校への進学が確認でき、事業の効果を再認識した。

学校教育課

90 厨房設備機器購入事業 老朽化した厨房機器を更新する。 ○ 17,788 51,873 34,085
老朽化した調理機器備品更新により、安定した給食の提供に資することができ
た。

学校教育課

90 栄調理場床塗装事業 老朽化した施設の整備を行う。 ○ 19,278 0 -19,278 工事完了により、施設寿命の延命と安定した給食の提供に資することができた。 学校教育課

11 福祉体育館中央監視装置更新工事 福祉体育館中央監視装置の更新を行う。 ○ 21,060 0 -21,060 老朽化した中央監視装置を更新し、空調等の安定した運用ができた。 生涯学習課

17 放課後子ども教室委託事業 放課後子ども教室を実施する。 ○ 19,557 28,291 8,734 放課後子ども教室を拡大したことにより、児童の安全な居場所を提供できた。 生涯学習課

21
文化会館大ホール調光操作卓改修事
業

文化会館大ホール調光操作卓改修工事を行う。 ○ 33,480 0 -33,480 生涯学習課

21 文化会館中央監視システム改修事業 文化会館中央監視システム改修工事を行う。 ○ 35,306 0 -35,306 生涯学習課

21 文化会館ホール客席天井等改修工事 文化会館ホール客席天井等改修工事を行う。 ○ 243,075 0 -243,075 生涯学習課

21 文化会館指定管理事業 文化会館指定管理導入のための準備を行う。 ○ 44 92,326 92,282 指定管理制度導入に向けた手続きを完了した。 生涯学習課

21 大狭間湿地用地購入事業 大狭間湿地用地を購入する。 ○ 17,989 0 -17,989 用地を購入したことで、市指定天然記念物として安定した保全が可能となった。 生涯学習課

13 図書館ＬＥＤ照明更新事業
図書館の照明老朽化及び維持管理費の節減のため
ＬＥＤ照明へ改修する。

○ 127 0 -127
仕様の確定が遅れ導入が年度末にずれ込んだが、リースによる導入が完了し、
電気料金に効果が確認できた。

図書館

※事業が関連するめざすまちの姿の番号です。№９０はめざすまちの姿関連外事業です。

「2_年度目標」から「6_差」の内容は、各所属の重点事業整理表からの転記です。

【重点事業】評価と現状認識

昨年度評価（H29年度）

工事を完了し、安全・安心な教育施設運営ができた。

指定管理制度導入と、その後の安全・安心で機能的な施設利用に資する工事を
完了した。
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【主たる中施策事業】評価と現状認識

※ １_事業名
2_進捗
状況

3_29年度
決算①

4_30年度
予算②

5_差
（②-①）

6_評価と現状認識 7_所属

4 いじめ・不登校対策充実事業 C 44,756 26,951 -17,805

　不登校となる児童生徒には様々な理由があり、個別に対応することが求められる。南部支援センター開設に
よりハードの整備は進んだが、学校への復帰を目指すためには、それぞれの子どもたちに向き合うスクールカ
ウンセラー、スクールソーシャルワーカーが不足している。限られた予算の中だが優先順位を上げて適正配置
を進める必要がある。

学校教育課

38 学力向上対策事業 A 62,196 73,098 10,902
　小学5、6年生の外国語科が2020年から実施されることに向け、小学校教員による授業を補助するALTの充
実が必須となる。今年度から移行期間に入り50時間の授業が始まっており、段階的なALTの増員を計画的に
実施する必要がある。どよう塾は、将来的な運営主体の育成を考えていく必要がある。

学校教育課

13 小中学校施設維持管理事業 B 595,319 584,395 -10,924
　計画的な予防保全が重要なことは認識しているが、すでにかなりの老朽化が進み想定外の対応を補正予算
で行うなど、事後保全に追われている。文科省は個別施設ごとの長寿命化計画策定の前倒しを示してることか
ら、早急に個別施設計画を策定し、計画的な予防保全の体制を取れるようにする必要がある。

学校教育課

38 指導力向上事業 A 6,138 7,307 1,169

　アクティブ・ラーニングは、2020年の小学校新学習指導要領の重要な柱の一つであり、本市は協同の学び推
進事業をこれに充てることとしている。スーパーバイザーによる授業研究会や先進地視察を実施し、教務主任
や研究主任が相互に連携、情報共有し、各校の授業研究会への相互参加を行うなど、授業改善への取り組
みができている。

学校教育課

38 大学等入学支援事業 C 2,060 6,063 4,003

　給付型と貸付型の２種類を用意した奨学金制度で、給付型は応募が定員を超えたのに対し、貸付型は大き
く定員割れした。予算的な制限はあるが、貸付型の予算を給付型へ上乗せすることや、応募の状況を見て給
付型の予算を増額する必要がある。また、貸付型には卒業後の市内在住期間の返済免除規定があるが、応募
の段階でこれを見通すことは困難であり、制度の見直しも必要と思われる。

学校教育課

38
小中学校統合検討事業
小中学校統合事業(H30年度～)

A 244 0 -244

　平成27年1月の文科省通知を受け、同7月の総合教育会議から始まった双峰・唐竹小の統合事業は、15ヶ月
間、8回の統合検討委員会を経て答申が出され、教育委員会、総合教育会議で統合が決定された。統合後は
新設校とし、双峰小学校の校舎を使用、開校は平成33年4月とする内容で両校PTAの合意を得た。今後は、
新設校開校の様々な準備に取り掛かる。6月補正で454千円を計上。

学校教育課

17 青少年対策事業 A 31,869 41,895 10,026
　市内９校すべての小学校で開校を目指す放課後子ども教室は２９年度、新たに1校（中央小）で開校し6校で
実施することができた。どの学校の子どもにも公平に放課後の居場所を提供できるよう、学校関係者、地域の
理解を求め、残り3校での実施を目指す必要がある。

生涯学習課

21 文化財保護事業 A 31,690 22,815 -8,875

　平成29年度は大狭間湿地を購入し、平成30年度予算については減額であっても戦人塚改修工事が実施さ
れる予定で、この２年間の決算、予算については、例年を大きく上回っている。次世代へ継承するための文化
財の保全については、保護を担う補助金交付団体の高齢化や、市民の文化財に対する知識の向上の課題が
ある。

生涯学習課

13 図書館施設維持管理事業 B 19,267 26,606 7,339
　現在は通常の貸出業務等が順調に実施できているが、施設の老朽化による窓サッシの不具合や閉架書庫
の設備更新など、大きな予算を伴う改修の必要性が迫っている状況である。今後の図書館施設のあり方を含
めた、中長期的な視座での検討が必要。

図書館

※事業が関連するめざすまちの姿の番号です。

「2_進捗状況」から「5_差」の内容は、各所属の中施策評価書からの転記です。

昨年度評価（H29年度）


